
‐1‐ 

 

令和５年度 第２回富士宮市中小企業振興懇話会 議事概要 

 

開催日時 令和５年９月１３日（水）１５：００～１７：００ 

開催場所 富士宮商工会議所 ２階 大会議室 

出席者 

委 員 

宇佐美健介 ㈲エージェントうさみ 代表取締役 

篠原勲   芝川商工会 会長 

小野田雅彦 富士宮民主商工会 事務局長 

稲葉純子  ㈲すみ企画 代表取締役 

角入一典  富士設計㈱ 専務 

黒松健太郎 黒松税務会計事務所 

伊藤洋子  ㈱シーエーティー 代表取締役 

望月賢司  富士宮信用金庫 常務理事  

清行雄   カナエ工業㈱ 代表取締役 

深谷一彦   富士宮市産業振興部長 

※ 欠席 河原﨑信幸 富士宮商工会議所会頭 

（シンコーラミ工業㈱ 取締役会長） 

※ 欠席 吉野達也 上野製菓㈱ 代表取締役 

事務局

等 

二又川直之 産業振興部商工振興課長 

池田能成       〃    主幹兼知財戦略・商業係長 

深澤利成       〃    工業振興・労政係長 

望月奈津子      〃    知財戦略・商業係主任主査 

鈴木愛里紗      〃    工業振興・労政係事務員 

加藤孝明  富士宮商工会議所 経営支援課長 

小池章彦  芝川商工会 事務局長 

ｵﾌﾞｻﾞｰ

ﾊﾞｰ等 

安川典克  中小企業診断士 

小林昌宏  中小企業診断士 

 

 

 

 

 

 

 

議事概要等 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．開会 

 

２．座長挨拶 

・河原﨑座長が欠席のため代理で角入副座長より挨拶 

※角入副座長が、座長及び議長を代理し議事進行 

 

３．議題 

(1)令和５年度懇話会委員について 

・前回欠席の稲葉委員、新任の望月委員より挨拶 

 

(2)富士宮市自転車活用推進計画（概要）について 

（企画戦略課） 

・富士宮市自転車活用推進計画について企画戦略課より説明。 

  

（篠原委員） 

・これから自転車専用道を作る計画はあるのか。 
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（企画戦略課） 

・自転車ネットワーク内での検討事項としている。 

 

（座長） 

・検討しているのは、市域のどの範囲か。また、新設か、既存の自

転車道の整備か。 

 

（企画戦略課） 

・市全体で調整中である。観光の観点では主に北部、生活の安心安

全の観点では主に市街地と考える。既存の自転車道の整備がメイ

ンとなる予定。 

 

（黒松委員） 

・この計画ができた経緯はどんなものか。 

 

（企画戦略課） 

・国や県が自転車活用推進計画を策定した関連の動きであり、市と

してもリンクする部分があるため、市でも計画を策定した。 

 

（座長） 

・民間との連携について、どういうことを想定しているか。 

 

（企画戦略課） 

・スルガ銀行様とＥ－ＢＩＫＥのタイアップ発信や、静岡ガス様と

自転車教室などを行っている。 

 

（清委員） 

・Ｅ－ＢＩＫＥは、現在どれくらい稼働しているか。 

 

（企画戦略課） 

・主に北部に設置しているため、夏季の利用が多い。市街地では外

国人の利用が多い。 

 

(3)ビジネスコネクトふじのみやについて 

（商工振興課） 

・前回の提案のあった年間計画をＨＰへ掲載。７～９月実施の各種

イベント等について報告及び開催案内。株式会社旭ファクトリー

様の新工場の竣工について報告。 

 

（深谷委員） 

・事例が出てきたことによってよりビジコネの大切さを実感し、ま

た、４者連携を一層深めていきたい。 
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（望月委員） 

・拠点となる場所があってもよいのではないか。  

 

（商工振興課） 

・拠点があると、こちらが企業に出向く形ではなく、来てもらう形

になってしまうのが懸念点である。今はビジコネ側が伺う形であ

ることも強みのひとつであるため、現在のスタイルでいきたいと

考える。 

 

（稲葉委員） 

・エステ・アクセサリー販売は一人で、自宅でできるので起業に取

り掛かりやすいため、今後も増えていくのではないか。  

 

（小野田委員） 

・エステ・アロマテラピー等の業種の方は、事業内容より自身の生

活に関する相談が多い傾向がある。売上規模が大きくないため、

積極相談がない印象。 

 

（望月委員） 

・ビジコネ設立後富士宮信用金庫は２年連続表彰を受けている。創

業パワーアップ資金の関係。ビジコネができたことにより、より

事業者に詳しい商工会議所や商工会との連携ができたことが大き

な影響である。 

 

(4)前回からの議題について 

（宇佐美委員） 

・地方創生のための勉強会、下部組織の編制、求人難に対する取組

などの提案について説明。 

 

（商工振興課） 

・今年度新規事業の中小企業交流事業で、少しずつ実施していく予

定。 

 

（黒松委員） 

・下部組織を作り続けていくのは中小企業振興条例に基づく懇話会

として趣旨が異なるようにも感じる。まずは今あるそれぞれの団体

が役目を果たしていくことが必要。 

 

（小野田委員） 

・中小企業の資金繰りに関する支援、物価・原料高騰に関する支援

策に関する提案、大工（職人）が半減している現状について説明。

また、災害時対応では建設業の方々が初動のため、防災の観点から

も人材が必要であることも課題である。 
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（伊藤委員） 

・人材確保のためにも労働環境の整備は重要であり、経営者がその

視点を重要視していくべき。 

 

（望月委員） 

・ゼロゼロ融資について、県内９つの信用金庫すべて融資残高が前

期割れしておりマイナスの状況。資金の需要がなく、これ以上の借

り入れは見込まれない。 

 

（伊藤委員） 

・人材派遣業も廃業が増えている傾向がある。 

 

４．報告事項等 

（商工振興課） 

・１０月５日（木）開催のインターンシップ支援事業事前説明会に

ついて案内等説明。 

 

５．閉会 

 

  


